
カリキュラムツリー

D P 
1 年 2年 3年 4年

1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期

他職種と連携・
協働し、看護
の役割を発展
させることが
できる。

公衆衛生看護実習

保健医療福祉政策演習

公衆衛生看護管理演習

公衆衛生看護管理論

多職種連携教育

看護の現象を
自ら探究し、
問題解決する
ことができる。

看護学の基礎
的知識・技術・
態度を身につ
け、実践する
ことができる。

看護学概論Ⅱ

最先端の医療と看護 看護総合演習

がん看護学

看護管理

公衆衛生看護学概論 公衆衛生健康支援論 公衆衛生看護活動論 公衆衛生看護技術演習

研究Ⅰ 研究Ⅱ 研究Ⅲ

統計・推計学 疫学 保健医療統計学

災害看護学

精神療養生活支援論 精神療養生活支援実習

ウィメンズヘルス論 母子健康支援論 母子健康支援実習

小児生活支援論 小児療養生活支援論 小児療養生活支援実習

高齢者生活支援論 高齢者療養生活支援論 地域・高齢者生活支援実習 看護統合実習

慢性期・回復期看護論 終末期・緩和ケア看護論 慢性期・回復期支援実習

急性期看護論 クリティカルケア実習

地域・在宅生活支援論 地域・在宅療養生活支援論 地域・在宅療養生活支援実習

診療に伴う援助技術

フィジカルアセスメント技術 回復期援助技術 健康教育方法論

生活援助技術Ⅰ 生活援助技術Ⅱ 人間関係方法論 看護過程Ⅰ 看護過程Ⅱ

地域・在宅看護概論

こころの生涯発達 女性生涯看護概論 療養生活支援実習

看護学概論Ⅰ 生活支援実習 生涯発達看護概論 家族看護学

病理学 疾病治療論Ⅰ 疾病治療論Ⅱ

微生物と感染 症候学 臨床薬理 臨床心理学

スポーツ科学Ⅱ

スポーツ科学Ⅰ

からだの構造と機能Ⅰ からだの構造と機能Ⅱ

情報学 からだの代謝 からだの構造と機能Ⅲ

くらしとサイエンス 人間工学 免疫 臨床栄養 保健医療福祉行政論

倫理観に基づき、
人権を尊重・擁護
することができる。

くらしと法

倫理学 生命・看護倫理 社会福祉と社会保障

豊かな感性と
創造力をもち、
主体的に行動
することがで
きる。

環境科学

社会学 家族社会学

教育学 文学

心理学 生活と経済

国語表現法 音楽と癒し

地域および国
際的視野で、
社会に貢献す
ることができ
る。

久留米大学の理念と歴史

ボランティア活動 比較文化論 国際看護学

ドイツ語

中国語

韓国語　

オーラルイングリッシュⅠ オーラルイングリッシュⅡ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

感性と創造 人間と健康 看護の実践 看護の統合

カリキュラムツリーは、授業科目の順序性・体系性を示しています。ディプロマポリシー毎の目標に向けて、関連する科目をグループ化し、
名称をつけ、どのように学修を積み上げていくかを示しています。グループ名は、一部履修表の区分・小区分と異なるものもあります。

看護の実践：展開看護の実践：方法 看護の実践：臨地実習

看護の実践：看護の基本

人間と健康：からだと生活

看護の実践：看護技術

人間と健康：医療

感性と創造：人と文化

感性と創造：人と言語

感性と創造：くらしと社会・倫理

看護の実践：
公衆衛生看護

看護の統合：発展

看護の実践：
公衆衛生看護

看護の統合：研究
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